
引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフ
レンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保
のためのガイドライン」（パンフレット）





令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３

（5）高年齢労働者が安全・健康に働き続けるた
めには、どのような対策を講ずべきか、次の場面
ごとに述べよ。

・暑熱環境での作業

・重量物取り扱い作業

・介護作業

・情報機器を用いた作業

・警報の伝達



ハード面



ソフト面



・警報の伝達

引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）



引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）



令和５年10月17日実施の試験
＜専門科目（保健衛生）＞

問３

（6）高年齢労働者の労災防止対策において、事
業者が利用可能な国や公的機関の支援策を３つ
述べよ。



引用：厚生労働省労働基準局 「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）



引用：厚生労働省労働基準局 2023年10月版「エイジフレンドリーガイドライン（高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（パンフレット）





専門試験（記述試験）は、労働衛生一般や労働
衛生関係法令と違い、模範解答はこれまで公表
されていませんが、厚生労働省が出している通
達やリーフレット等を参照すると記述すべき事項
についてある程度推測することはできるのかなと
思います。

厚生労働省本省や各都道府県労働局のHPなど
をご覧いただき、最新の情報にアクセスすること
が対策の一歩となると思われます。



４．口述試験について



例年10月中旬頃：筆記試験
↓

例年12月上旬頃、筆記試験合否発表
↓

口述試験の実施 大阪：翌1月中旬
東京:翌1月下旬

↓
2月下旬最終合否発表



口述試験の概要

・試験官は3名です。
・試験官から質問された内容に口頭で答えます。

・「15分程度」の面接試験です。
・試験内容：労働衛生一般、健康管理（保健衛生）



＜口述試験室内の配置概要＞
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口述試験の進み方
・最初に本人確認（氏名・受験番号）を受けます。

・その後、主任試験官から受験動機や労働衛生の

実務経験を聞かれます。

→自分自身の労働衛生に関する職務の棚卸しを
しておくことを勧めます。

願書記載内容と齟齬がないように。

・ここを通過すると労働衛生実務に関する様々な

問題について聞かれます。



口述試験の進み方

私が受けた質問の例

・労働衛生コンサルタントの業務内容と義務

・産業医と労働衛生コンサルタントの違い

・有機溶剤の管理について

・事務作業における労働衛生管理上の留意点

・監督署での事務作業で取り組んだ経験について

・腰痛に係る災害発生状況と対策について



試験官への回答・説明時の留意点（私見）

・だらだらと答えない。

基本的には、１つの問題について30秒程度で回
答できるよう準備しましょう。

・労働衛生コンサルタント試験は何の試験か？

→「労働衛生」についての国家試験である、
ということを強く意識して下さい。

・労働衛生の三管理を意識して回答する。

・試験合格後、すぐに登録できる理由は？

→コンサルタントとして開業しても十分な能力が
現時点であるか否か、という点で見られている。



５．試験対策等について



私の雑感

・専門科目（保健衛生）の対策

試験方式：記述式 論述式

・長い文章で自分の意見や考えを述べるというものではない。
・短文で、必要な要素（用語）を漏れなく書くという方式です。



学習の進め方
参考となる資料・書籍の一例

・労働衛生のしおり（中災防発刊）

→最新年度と一年度前のもの
・日本作業環境測定協会が発刊する書籍

・厚生労働省が作成するリーフレット

などを活用していただければと思います。

これは労働衛生統計の問題への対策です（私見）。
令和6年度の試験では、令和4年の統計結果が問われています。
→令和6年度のしおりでは、令和5年の結果に注目しているため、勘違い
の恐れがあるためです。



試験対策という側面だけではありませんが…
徳島産業保健総合支援センターでの

産業保健関係者研修会

とくしま衛生管理者の集い

も活用されてはどうでしょうか。

また、日本労働安全衛生コンサルタント会が
開催する試験対策研修もぜひ活用下さい。



試験問題に出題
されている事項を
取り上げた研修
が多い。

特に、第1四半期
は行政関係者の
研修も企画され
ているので、上手
に利用すること
が大切です。


